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論文要旨 
韓国における日系新宗教受容に関する宗教社会学的研究  
－天理教を事例として－  
 
 陳宗炫  
 
 本研究の目的は、韓国における日系新宗教の受容を、天理教を事例として考
察することにあった。そのことによって、韓国に展開されて 100 年以上が経っ
た天理教が、韓国・朝鮮の社会変動にどのように影響され、また、韓国の宗教
文化と遭遇することによっていかに変容してきたのかを明らかにしようとした。 
 韓国社会においては、宗教と文化は密接不可分に関係していることもあり、
宗教と文化の境界は曖昧である。そのために、韓国の宗教を理解しようとする
とき、宗教を文化と明確に切り離して捉えることには自ずと限界があると言わ
なければならない。このように宗教と文化の関係を把握した上で、天理教の信
仰形態を考察するとき、「宗教文化」という概念は有効であると考えられる。し
たがって、天理教が韓国に受容される過程で行われる変容を分析するための視
座として、「宗教文化」の枠組みを設定した。また、韓国の宗教文化を検討する
に当たって、柳東植の研究を踏まえて、韓国の宗教文化には、長年の歴史にお
いて様々な宗教が展開してきた過程があり、それらの諸宗教が複雑に影響し合
ってきたという視点に立脚して、本研究を進めてきた。  
 まず、日本における天理教の展開を概観し、天理教の信仰における特徴を把
握した。天理教は、人間世界を創造した神として信じられている親神・天理王
命の啓示を、中山みき（以下「みき」と表記）が受け入れたことによって立教
された。「神のやしろ」になったみきは、親神の教えに従って信仰実践を行って
いった。こうしたみきの行為は、後に天理教によって「陽気ぐらし」のための
「ひながた」と呼ばれるようになり、信仰生活の手本としてみなされている。
安産の守護である「をびや許し」と治病儀礼の「さづけ」によって救かる人が
増え、信者が集まり始まった。病気を契機として入信する人が多いのは、天理
教の特徴である。  
 初期の韓国布教は、教会と布教師を中心とする非組織的な布教であった。韓
国では、日本の韓国支配が加速することによって韓国における布教形態も変化
していった。明治政府の指示に従う形で、布教師の養成・教育のための施設が
設けられるなど、教団中心の組織的な布教が展開された。こうして天理教は朝
鮮で教勢を拡大していくが、第二次世界大戦で日本が敗れ、朝鮮在住の日本人
が日本に引き揚げることになる。したがって、韓国の天理教は韓国人によって
復興され、教団組織として大韓天理教団が組織された。日韓の国交断絶によっ
て、日本の天理教と交流が途絶えた状況下で、韓国の天理教信者（以下「韓国
人信者」と表記）は自律的な信仰生活を続けた。しかし、独立後の韓国におい
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て、韓国政府が反日政策を施行したことと、韓国社会における反日感情が激し
かったことに影響され、大韓天理教団は信仰形態を変容させた。教会のお社を
「かんろだい」の形に変えることに対して異なる意見が生じ、お社の形状変更
に賛成するグループは大韓天理教として残り、それに反対するグループは天理
教韓国教団を結成して、大韓天理教から離れた。  
 「いんねん」の教義は、国や文化を越えたところで、韓国と日本の信者を獲
得することができた 1 つの理由である。また、韓国と日本が位置する東アジア
において、仏教の教えが人びとの日常生活における精神性の中に定着していた
ことも、韓国において数多くの信仰者が天理教に入信する契機になったと考え
られる。  
 天理教が韓国において展開される過程で、おもに次の 2 つの意味で変容され
た。すなわち、反日感情という韓国社会の特徴に反応することで行われる変容
と、儒教や祖先崇拝のような韓国の宗教文化と混淆する方向で行われた変容で
ある。とりわけ、前者は、韓国が日本による植民支配を受けた歴史的事実に促
されたものであると言える。  
 本研究において考察してきたように、日韓の交流断絶や国交正常化の時期を
越えて、天理教は韓国社会において布教伝道を展開してきた。日韓における政
治的な関係悪化の影響もあって、韓国社会では、反日感情が根強く残ってきた。
そうした状況の中、社会のさまざまな動きに影響されながらも、韓国人信者た
ちは天理教の信仰を真剣に保持し続けてきた。本研究において考察した韓国社
会における天理教の信仰の動態は、激しい社会の動きの中でも、自らの信仰に
真摯に生きようとする韓国人信者たちの姿を具現している一つの信仰現象であ
ると言えるであろう。  
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世界の宗教史を鳥瞰するなら、ある文化に生まれた宗教が、国境・民族を越境しつつ異文化の中に入り込んで
普及していく現象がさまざまにみられ、宗教社会学の一つのテーマとなっている。本論文は、そうしたテーマを、
韓国において受容されている日系新宗教、天理教の実態を事例として明らかにしている。 
「序」では、韓国における天理教の展開を扱う際には、天理教が韓国の宗教文化との遭遇によって生起した信
仰変容のみならず、天理教が韓国を植民地支配していた日本生まれの宗教であったことに起因する信仰変容とい
う、信仰変容のもつ二重性への配慮が重要であることが指摘される。 
第一章の「韓国の宗教文化とその特徴」では、本研究の視座として、土屋博のいう「宗教文化」概念に基づき
文化の中に現れた宗教の形に注目することが述べられ、柳東植の指摘した韓国宗教文化にみられる宗教の重層性
の中に天理教の位置を定位することが述べられる。 
第二章「天理教の信仰とその歴史」では、日本で始まった天理教の信仰内容とその歴史が概説され、続く第三
章「韓国・朝鮮における天理教とその展開」においては、外来宗教としての天理教が韓国に普及していく過程が
概観される。ここでのポイントは、戦後の日本との国交断絶時代、日本生まれの宗教が韓国人の中でその宗教活
動を継続しなければならなかった点である。時には日本語を解さない人々の間で取り持たれた韓国の天理教は、
時間経過と共に教義的規制力が弱まってきたため、お社を世界でただ一つ日本の天理市の「ぢば」にしかない「か
んろだい」を模した形に作り替えることとしたグループが 1986年には「大韓天理教」を名乗ることとなり、その
決定に反対するグループは日本の天理教に近い「天理教韓国教団」となって韓国にあった天理教は二分されるこ
ととなった。 
 確かに、第四章「韓国の天理教における入信過程とその分析」で論ずるように、天理教韓国教団の機関誌『道
友』の記事分析からは、「陽気ぐらし」世界の実現を目指すという天理教にとって重要な「いんねん」の教義が、
国や文化の枠組みを超えて韓国人の信者に対して多大な影響をもたらしていることが明らかになり、天理教教義
のもつ世界性が指摘されるが、第五章「韓国の天理教にみる信仰形態の変容」では、戦後の韓国社会における反
日感情の中、変容を余儀なくされた天理教韓国教団と大韓天理教の信仰受容に違いが生まれていることが明らか
にされる。そして第六章「信仰生活における聖地とその意義−大韓天理教と韓国教団の比較分析−」では改めて、
韓国の天理教が二分される原因となったお社を「かんろだい」の形にした大韓天理教の動向を中心に、その意味
が考察される。特に日本との交流断絶期に「ぢば」を媒介せずとも救済がなされたという“事実”が大韓天理教
の信仰変容に作用していたことが指摘されるのであるが、他方で「ぢば」と未だに繋がりをもたないにもかかわ
らず、教会本部が刊行している教理書の翻訳書を用いて教義講習を行っているといった非一貫性がみられる点の
克服が課題となっているとされ、これまでの議論が「結論」においてまとめられる。 
 本論文では、韓国における天理教受容史を、天理教韓国教団と大韓天理教の両教団に取材し、筆者自身が収集
した文献や聞き取り調査の中から総合的に把握しており貴重である。特に大韓天理教の実態に関して体系的に明
らかにされたのは今回が初めてであることからも、韓国における日系新宗教研究はじめ、宗教学・宗教社会学な
どの研究領域に対して寄与すること多大である。よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与される
に十分な資格を有するものと認められる。 
 
